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After the Second World War in the city of Nagoya, streets became wider, and straight extended north,east, 
south,and west. As a result, curved roads, and trees disappeared due to the land readjustment. The Town’s 
characteristics faded away, and became a town with no interests. Accordingly, the Nagoya Government 
named the places where many historical buildings left, the “Historical Neighborhood” and started to build a 
city using that as a tool. In my opinion, for people to think that Nagoya is an attractive place, and go there, the 
characteristic of that area is needed. In this thesis, we take a close look at the “Historical Neighborhood” 
and give significance to it by thinking how the neighborhood was made,  and how the neighborhood made 
Nagoya’s characteristics. By doing this, we can turn over Nagoya’s image, and reveal that many unique 
places exists here.  
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１．	 序章 
（１）研究背景 
名古屋のまちは、戦後、徳川家康が城下を形成したグ
リッドの街路を軸に道路幅が拡張し、直線的な道が広域
にわたりできていった。そのため、細い街路や曲がりく
ねる道、自然の風景や古い建物が姿を消し、区画整理さ
れた土地に高層ビルなどの新しい建物ができていった。
結果、まちの空間は均質化し地域の特性が見られないと
いう現象が起き、名古屋のまちは歴史がなく面白みのな
いまちと評価されるようになっていった。そこで名古屋
市は、まだ古い構造が残っている地域を「歴史的界隈」
とし、行政が指定し、それらを活用し保存していく制度
を作った。人々が、名古屋のまちに魅力を感じて足を運
んでもらうには、各地域の特性が必要であると考える。
地域の特性は、新しいビルやおしゃれな建物ではなく、
古く残ってきた建物や道などの歴史性があることだと考
え、そのために地域特性を導く必要があると考える。	 
（２）研究目的	 
本研究では「歴史的界隈」に着目し、界隈がどのよう
に形成され、古い構造の残る場所が名古屋のまちにどの
ような特徴を与えているかを考察し「歴史的界隈」の意
味づけをする。そうすることで、名古屋のまちのイメー
ジを覆し、均質化でない個性豊かな場所が数多く存在す
ることを明らかにできると考える。	 
（３）研究方法	 
本論文は、名古屋東部の守山区、千種区、名東区、天
白区、緑区を対象地域にした。各区域の地域特性を導く
ことから、一つの区域を一章ごとに分け、各章、同じ方
法論を用いて記述した。また「歴史的界隈」に指定され
ている地域は神社、寺院、古道で形成されていることか
ら時代を遡り、古代から現代を対象にしている。使用す
る地図は名古屋市教育委員会作成の遺跡分布図、時系列
地形図閲覧サイト「今昔マップ」、徳川黎明会作成の尾
張国町村絵図を用いて「歴史的界隈」に指定されている
地域特性を明らかにしていく。	 
（４）歴史的界隈	 
「歴史的界隈」を財団法人	 地方自治研究機構の「歴史
建造物など歴史的資産を活用したまちづくりに関する研
究」により、界隈を形成しているのは主に原則として 50
年以上経過した建造物（橋、門、灯台、物見塔等）であ
り、他では、社、祠、地蔵、鳥居、柱、道標、井戸、庭、
建築物、工作物の一部等である。また、歴史的建造物以
外にも、歴史的な意義を深めるものとして樹木などがあ
る。これらが残っている場所を、まちの成り立ちを語る
上で欠かせない祭礼・産業などの文化、地形・町割りな
どの周辺環境を背景に、歴史的建造物がまとまりをもっ
て存在する区域であると定義している。以下に「歴史的
界隈」になっている詳細を以下に示す。	 
	 
図１	 歴史的界隈位置[1]	 
	 
	 
表１	 建物主要用途別	 
主要⽤用途   件数   全体（％）  
住宅、併⽤用住宅   987   65  
店舗、事務所   116   8  
神社、寺院   188   12  
⼯工場、倉庫   49   3  
公共建築物   48   3  
⼯工作物、その他   115   8  
不明   9   1  
合計   1,512   100  
 
表２	 主要構造別	 
主要構造   件数   全体（％）  
⽊木造   1,288   85  
RC 造   99   7  
鉄⾻骨造   33   2  
その他   57   4  
不明   25   2  
合計   1,512   100  
 
表３	 主要建築年代別	 
主要建築年代   件数   全体（％）  
江⼾戸時代以前   74   5  
明治   75   5  
⼤大正   66   4  
昭和   141   9  
不明   1,156   76  
合計   1,512   100  
 
以上より、「歴史的界隈」に指定されている多くは建
物で、住宅、兼用住宅が多い。これは神社や寺院の門前
町で形成する商店街のある地域を「歴史的界隈」に指定
されているからだと考える。店舗、事務所も同じことが
言える。主要構造では、木造建築が多い。全体の 8 割を
占めている。RC 造が次に多いのは、近代以降に発展した
地域を「歴史的界隈」に指定していることが考えられる。
また、年代別では、昭和時代に建築されたのが多いこと
が読み取れる。しかし、不明建築が 7 割を超えているの
で、近代が「歴史的界隈」の形成年代とは言えない。	 
	 
２．	 東部丘陵地の遺跡 
（１）遺跡の場所 
守山区の志段味から緑区の志段味は太古の時代から早
くに陸化し、台地になっていた地域であり、古代からテ
リトリーを形成していた。古代から中世にかけての遺跡
を標高図に示すと、古代の先人たちが選んできた場所が
明らかになる。遺跡の分布図をみると、古代も先人たち
は生活をするために水は絶対の条件であることから、川
や湧水が豊富に湧く自然環境の良い台地の上に集落を形
成していたことがわかる。そのためこれらの地域には旧
石器時代から中世にかけての歴史の層ができている。ま
た、中世の時代に建立されてきた城の位置も丘陵地や川
沿いの見晴らしの良い台地の上につくられている。 
千種区、名東区の丘陵地では、古墳時代から奈良・平
安時代にかけての窯跡が丘陵の斜面にかけて多くみられ
る。周辺には池が多数あり、窯を製造するのに適して自
然環境だったことがわかる。後に窯の技術は天白や緑区
にも伝わっていったことが読み取れる。 
川沿いに位置する低地には遺跡があまり見られない。
川の度重なる氾濫などによって、遺跡が流されてしまっ
たか、古代の先人たちに選ばれなかった場所であったと
いえるのではないか。 
（２）神社・寺院 
神社や寺院は遺跡図をみると、台地の突端部や台地縁
に位置しているものが多く見られる。このことは、古代
の先人たちはそれらの場所を岬と認識し、そのような地
形に強い霊性を感じ、神様を祀る聖地を設けたためであ
る。[2]	 また千種区の高牟神社は現在でも境内の古井戸
からポンプで水をくみ上げることができる。高牟神社の
創建が成務天皇（１３１年〜１９２年）の頃と言われて
いることから、神社や寺院の建てられている場所も自然
環境の良いところを選んでいることがわかる。 
（３）歴史的界隈と遺跡の関係 
古代の先人たちが集落を構えてきた選ばれた重要な場
所を現代に指定された「歴史的界隈」の位置を重ねると
ほとんどの遺跡や神社、寺院がある場所は含まれている
ことがわかった。このことは、古代から選ばれてきた重
要な場所はいくつの年代を過ぎてもまちを形成する基盤
として受け継がれていることがわかる。 
	 
図 2	 守山台地の遺跡分布図	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図 3	 千種区城山丘陵の遺跡分布図	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
図 4	 低地の遺跡分布図	 
 
３．	 歴史的界隈の原構造  
（１）小幡中界隈原風景 
この節では、尾張国町村絵図を用いて「歴史的界隈」
に指定されている場所の江戸時代の風景を知る。このこ
とは、まちの市街化の過程を知る上で重要であると考え
る。図５は守山区の小幡中界隈地区の町村絵図である。
黄色で示してるのが田んぼで茶色が畑、赤色が道、黒色
が山野である。この小幡中界隈は中心を瀬戸街道が通り、
その周りに集落が一部分に集中して位置しているのが読
み取れ、集落のすぐ西側には四観音道が通っていること
がわかる。また、矢田川沿いには水田が広がっており、
街道沿いの集落の周りを畑があり、農村集落であること
がわかった。このことは、守山の地域は、江戸時代の頃、
集落が一部しかなく、まだ自然豊かな環境で人々が生活
していたことが読み取れる。 
	 
図 5	 小幡村	 
	 
（２）千種・今池界隈の原風景． 
千種区の千種・今池界隈の江戸時代の風景を見ていく。
江戸時代、これらの地域は古井村と呼ばれており、地下
から湧水が湧き出ていた地域である。[３] 灰色で示して
るのが田んぼ、緑が畑、黄色が道、青色が池となってい
る。この地域は名古屋の中心の東側の周辺部に位置し、
低地から微高地になった場所に位置している。図 6 を見
ると緑色の水田が広がっており、当時大池と言われた池
の近くに集落があるのが確認できる。古代の先人たちが
生活するために水を求めたのが、中世にもしっかい受け
継がれていることがわかる。 
 
 
図 6 古井村 
 
（３）有松界隈の原風景 
有松は有松絞りで有名な商業地である。東海道の合の
宿であり、荷物運送の設備のみを有し、旅人の宿泊は許
されていないところであった。事実当時から旅籠は一軒
もなかった。[４] しかし、東海道の交通量が増え、旅の
お土産として人気を呼び、有松村は繁栄していき、裕福
な絞り商人によって立派な建物が並んだが、江戸時代の
後半の大火によって後に現在でも見るような漆龍造りの
町屋が軒を連ね、独特の景観をこの時に形成していた。 
図表は，本文で引用した箇所に近い場所に置くことを
原則とします．原稿末尾にまとめて置くことはできるだ
 
図７ 有松村 
 
（４）歴史的界隈の原構造の特徴 
江戸時代の古地図を用いて「歴史的界隈」に指定され
ている地域の原風景を読み解いた。小幡中界隈、千種・
今池界隈地区は、畑の緑や壮大な水田の景色、曲がりく
ねる道で形成されていることがわかった。また、有松も
有松絞りという地域産業が生んだ街並みが「歴史的界
隈」に指定されているのはわかった。しかし、図７をみ
ると商店街の周りを丘陵で囲んでいる地域にあることが
わかる。その丘陵地には、古墳時代から平安時代の窯後
が発見されている。このことから、有松絞りという産業
を生み出す下地を丘陵に囲まれた自然条件が生み出した
のだと考えられる。 
 
４. 歴史の層をつなぐ古道 
（１）東海道 
	  
図８. 鳴海地区を通る東海道 
	 緑区を通る東海道は有松から始まる。有松絞りの生産
が有名なこの地域は、それらを販売する商家が連なり、
現在でも有松保存地区とし、中世から近世にかけての民
家や商家が街道沿いに並び、古い構造をありのままに残
す魅力的な空間を形成している。その周辺の丘陵地の斜
面には平安時代から中世にかけてつくられた窯跡がある。
有松を過ぎ、手越川に沿って街道は進んでいくと、曽根
二丁目付近に旧石器時代の神明遺跡があり、手越川の西
側には諏訪社遺跡と諏訪山遺跡の弥生時代の遺跡がある。
さらに進むと、手越川と扇川の合流地点がある。その場
所に城館の中島砦跡がある。そこを過ぎると、鳴海地区
に入り、街道沿いの丘陵側には各時代の遺跡や神社、寺
院が道筋を形成しているかのように並んでいる。近代に
なるとこの地区は丘陵を背に商店街が形成されていく。
鳴海を過ぎ、天白橋を渡り、七里の渡しへ進んでいく。
東海道は緑区内を曲がりくねりながらも丘陵に挟まれた
谷道を進んだり、低地を通っており、自然豊かん場所を
巧みに結んでいた。これらの場所が商店街になり、賑わ
いの空間を形成していくことから、古代の先人たちが選
んできた場所は現代でも受け継がれながら、まちの基盤
となっていることがわかった。 
 
（２）四観音道 
	 
図９.	 四観音道	 
	 
	 名古屋城下の周囲を取り囲むように、奈良時代頃から
という四つの古い寺があり、西北の甚目寺、東北の龍泉
寺、東南の笠覆寺、西南の観音寺である。いずれも観音
像を本尊としており、総称して尾張四観音と呼ばれてい
る。✴5 守山区内を通る道は、南区の笠寺から千種区を通
り、守山区の台地上を通り、龍泉寺へと続いている。千
種区から守山区に入ると、中新田遺跡があり、東へ進ん
だら、小幡遺跡がある。そして北東へ龍泉寺に向かう道
を進んでいくと、牛牧遺跡、牛牧離レ松遺跡、西城遺跡、
小幡城跡、川村城南、北があって川東山遺跡を過ぎると、
龍泉寺に到達する。守山台地を曲がりくねりながら走る
四観音道沿いには、古代、中世から近代にかけての遺跡
が確認できる。まるでこれらの遺跡が龍泉寺に自然に導
いていると思える歴史の層が作り上げた道である。 
	  
	 （３）古道からみた 
	 界隈との関係について考察すると、界隈の原構造は、
古道なくては、成立しないのではないかと考える。なぜ
なら、古代の先人たちは、重要な場所を探し求めた。そ
の手段は徒歩であって、自分の足で歩き、見つけなけれ
ばならない。先人たちの集落は区内にいくつもの遺跡が
あることから、先に違う集団が住居を構えたら、違う集
団は他の場所を求め、歩いて重要な場所をまた探さなけ
ればならない。このことから、先に集落があるのではな
く、道があってその場所に辿り着き、集落を構えるので
ある。以上のことから、道が界隈の原構造の基になって
いることが明らかになった。 
 
５. 近代の市街化 
	 （１）市街化 
	 瀬戸街道は、台地の上を東西方向に通り、それと平行
して街道の南側に名鉄瀬戸線が開設された。瀬戸線の開
設された場所は、田や田んぼが広がっていた場所を選ん
でつくられていることがわかる。このことは、鉄道が通
ることによって、環境が悪化することを避けるために、
それらの場所が選ばれたのである。1920 年の地図をみる
と、界隈の周辺に駅ができていることがわかる。この当
時は、街道の北側に集落や商家がみられるが、南側には
ほぼ集落などはみられない。1937 年の地図をみると、区
画整理が街道の南側より始まっていることがわかる。し
かし、界隈に指定されている場所を外し、何もなかった
畑や田んぼであった場所に区画整理が行われていること
が読み取れる。また、1968 年の地図をみると、自衛隊前
駅から小幡駅を中心に住宅が東西南北に伸びている。こ
の頃には、矢田川方面の地域は、区画整理が伸び、びっ
しりと長方形の短冊状の土地で埋まっている。現代の地
図をみると、界隈になっている古くから残っている構造
が受け継がれてきた場所を軸に、区画整理された土地が
東西南北に伸び、住宅が立ち並んでいく姿が読み取れる。 
 
 
図 10 1920 年(大正 9 年)の名鉄瀬戸線沿い 
 
 
図 11 1937 年(昭和 12 年)の名鉄瀬戸線沿い 
9pt 以上で書いて下さい．英文キャプションの場合には，	 
Fig.3 や Table 3 などのように Times，9pt 以上を用いて下	 
	 
図 12	 1968 年から 1973 年(昭和 43 年から 48 年）	 
	 
6. 結論 
	 本研究で明らかになったことは、名古屋市が指定した
「歴史的界隈」は、古代の先人たちが集落を形成するにあ
たって選んだ場所であり、そこに歴史が重なり、独特の
個性が生まれているという事実であった。また、こうし
た古くからの重要な場所にあたる「歴史的界隈」を相互
に古道が結び、その上に集落ができ、神社や寺院がつく
られたことが明らかになった。すなわち、古道が界隈の
基になっていることがわかった。まちが近代から市街化
するにあたって、複雑な形態を示す界隈を中心に、その
周辺に真っ直ぐな道が東西南北の伸びていることがわか
った。また、郊外の住宅開発にともなって行われた区画
整理は、こうした古い核をもつ界隈の区域には手がつい
てないところが多く、明治時代に何もなかった場所に区
画整理がされていることがわかった。以上から、歴史的
界隈に指定されている空間は、古代から生き続け、それ
らを軸に新しいものと融合して空間が形成されており、
そこに名古屋らしい魅力的な空間が生まれているという
ことを本研究を通して明らかにできた。 
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